
一級河川 新河岸川

新河岸川改修事業
～総合治水対策特定河川事業（大規模事業）～

◎新河岸川改修事業
・流域の急激な都市化に伴う洪水流出量の増大
等により、常に水害の危険性に脅かされる状況と
なっている。
・このような状況に対処するため、昭和５７年に流
域関係機関の合意を得て、新河岸川流域域整備
計画を策定した。
・現在、この計画に基づき流域の保水・遊水機能
を保全し、洪水流出量の増大を防ぐとともに、河川
改修で河積を拡大し、流下能力不足の解消を図っ
ている。
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河川改修の概要

平成３年９月 台風１８号 浸 水 面 積 ： ５２９ｈａ
浸 水 家 屋 ： ３９８８戸
総 雨 量 ： ２４０mm
時間最大雨量 ： ３０mm/h
※新河岸川流域におけるデータ

浸水 区域 ：

荒
川

び
ん
沼
調
節
池

越戸川

黒目川

柳瀬川

新
河
岸
川

流域都市化の状況


